
第70回　社会を明るくする運動

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　農地は無断・無許可で農地以外に転用
できません。違反転用を発見したときは、
地権者に対し、是正指導などを行います。
　農地を転用するときは、あらかじめ農
地法の手続きを必ず行ってください。
問農業委員会事務局
　☎84－1242

7月から9月は農地の違反転用防止
対策強化月間です！
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図
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遊
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介
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企
業
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を
促
進
し
雇
用
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を
推

進
す
る
た
め
、
町
内
の
民
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遊
休
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芝
光
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を
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討
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い
る
企
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介
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制
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用
さ
れ
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い
な
い
こ
と
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以
上
の
一
団
の
土
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で
主
要
な
道
路
に
接
続
し
て
い
る
こ
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工
場
、
事
務
所
等
の
建
物
に
つ
い
て

は
一
棟
の
面
積
が
一
〇
〇
㎡
以
上
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要
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い

る
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地
上
権
、
抵
当
権
そ
の
他
所
有
権
以

外
の
権
利
の
設
定
が
さ
れ
て
い
な
い

か
、
設
定
さ
れ
て
い
る
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合
で
も
契

約
の
時
ま
で
に
抹
消
さ
れ
る
こ
と
が

確
実
で
あ
る
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土
地
の
境
界
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び
建
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分

が
明
確
で
、
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有
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の
権
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の
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属

に
争
い
が
無
い
こ
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登
録
さ
れ
た
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件
の
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は
、
町
内

に
立
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し
よ
う
と
す
る
企
業
に
提
供
さ

れ
ま
す
。
物
件
の
売
買
、
賃
貸
な
ど
の

交
渉
に
町
は
関
与
し
ま
せ
ん
。
登
録
に

は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　毎年7月は、“社会を明るくする運動”強調月間です。また、平成28年12月に施行された再犯防止推
進法により、国民の間に再犯防止等についての関心と理解を深めるため、毎年7月が再犯防止啓発月
間とされました。

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの改善更生に

ついて理解を深め、それぞれの立場においてチカラを合わせ、犯罪や非行のない安全・安心な地域社

会を築こうとする全国的な運動です。

　犯罪や非行が生まれるのは、地域社会であり、ま

た、罪を償い、改善更生を果たす場もまた地域社会

にほかなりません。罪を犯した人も非行のある少年

も、いずれは改善更生して社会復帰し、地域社会の

一員として、より良い社会の実現を担うことになり

ます。

　本運動は、犯罪や非行・再犯の防止と罪を犯した

人たちの改善更生について、広く地域住民の理解と

共感を得られるような活動を全国各地で展開しよう

とするものです。

問福祉課社会福祉班　☎84－1257
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